
〈
令
和
六
年
度
福
岡
県
高
等
学
校
書
道
教
育
研
究
部
会
北
部
地
区
研
修
会
報
告
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篆
刻
に
つ
い
て
の
講
演
・
演
習 

若
松
高
校 

岡
部 

桂
子 

 

一 

日 
 

時 
 

令
和
六
年
八
月
二
十
一
日
（
水
） 

 

二 

会 
 

場 
 

福
岡
県
立
稲
築
志
耕
館
高
等
学
校 

書
道
教
室 

 

三 

講 
 

師 
 

矢
野 

弘
文
先
生
（
福
岡
県
立
嘉
穂
東
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
） 

 

四 

報 
 

告 

会
場
に
は
、
矢
野
先
生
が
台
車
い
っ
ぱ
い
に
品
物
を
載
せ
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
。
大

き
な
箱
か
ら
様
々
な
印
材
や
篆
刻
作
品
を
取
り
出
し
て
は
ご
説
明
く
だ
さ
り
、
大
変

華
や
か
な
展
示
会
場
と
な
っ
た
。
五
㎜
程
度
の
面
に
四
文
字
が
刻
さ
れ
て
い
る
作
品

か
ら
、
手
の
平
よ
り
大
き
な
印
材
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
表
現
さ
れ
た
も
の
ま
で
様
々

あ
っ
た
他
、
中
村
蘭
台
初
世
の
印
影
や
矢
野
先
生
の
著
書
な
ど
多
数
拝
見
し
、
刺
激

を
受
け
た
。「
何
か
、
面
白
い
授
業
が
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
、
店
舗
を
回
る
と
楽
し

い
で
す
よ
ね
」
と
、
文
化
祭
の
展
示
に
役
立
つ
教
材
も
ご
教
授
く
だ
さ
り
、
先
生
の
制

作
へ
の
探
求
心
に
大
変
感
銘
を
受
け
た
。 

参
加
者
は
事
前
に
各
自
で
作
成
し
た
印
稿
（
は
が
き
に
筆
で
作
成
。
印
の
サ
イ
ズ
は

八
分
。
朱
文
、
白
文
ど
ち
ら
で
も
可
）
を
持
参
し
、
印
稿
の
添
削
か
ら
作
業
が
始
ま
っ

た
。
大
変
丁
寧
に
添
削
し
て
く
だ
さ
り
、
な
る
ほ
ど
そ
う
か
と
添
削
す
る
ポ
イ
ン
ト

を
学
習
で
き
、
他
の
先
生
方
の
作
品
を
鑑
賞
で
き
る
大
変
貴
重
な
時
間
と
な
っ
た
。

中
に
は
、
印
稿
を
何
種
類
も
考
え
て
こ
ら
れ
た
先
生
も
お
り
、
互
い
に
意
見
を
交
わ

し
な
が
ら
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。 

印
刀
は
矢
野
先
生
に
ご
用
意
い
た
だ
い
た
の
だ
が
、
全
て
に
大
変
手
入
れ
が
行
き

届
い
て
お
り
「
印
刀
の
彫
り
味
に
感
動
し
、
早
速
印
刀
の
手
入
れ
を
し
ま
し
た
」
と
い

っ
た
感
想
も
寄
せ
ら
れ
た
。 

 

奏
刀
の
心
地
よ
い
音
が
響
く
中
、
先
生
の
「
い
い
音
が
し
て
い
ま
す
ね
！
素
晴
ら

し
い
で
す
。
う
ま
く
い
っ
て
い
る
時
の
音
で
す
！
」
と
お
っ
し
ゃ
る
笑
顔
が
印
象
的

だ
っ
た
。
閉
会
後
も
、
参
加
さ
れ
た
先
生
方
は
名
残
惜
し
い
ご
様
子
で
、「
専
門
的
な

技
法
を
直
接
拝
見
で
き
、
大
変
希
少
な
経
験
と
な
っ
た
」「
貴
重
な
書
籍
や
印
を
拝
見

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
で
き
た
教
材
用

の
印
刀
作
ろ
う
と
思
う
」「
篆
刻
の
授
業
に
臨
む
準
備
や
指
導
の
コ
ツ
な
ど
、
今
更
聞

け
な
い
初
歩
的
な
こ
と
に
も
お
答
え
い
た
だ
き
、
嬉
し
か
っ
た
。
特
に
撃
辺
の
指
導

方
法
や
布
字
の
方
法
に
つ
い
て
多
く
の
学
び
が
あ
っ
た
。」「
半
日
で
は
な
く
、
一
日

研
修
に
し
て
頂
き
た
い
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

 

結
び
に
、
矢
野
先
生
を
は
じ
め
開
催
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
全
て
の
先
生
方
に
感

謝
し
、
ご
報
告
と
す
る
。 

        


